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犬
ヶ
岳
は
標
高
は

１
１
３
０
．
８
ｍ
と

当
協
会
エ
リ
ア
の
京

築
地
区
最
高
峰
で

す
。 

 

恐
ケ
淵
は
犬
ケ
岳

登
山
道
の
中
で
難
所

の
一
つ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

厳
し
い
寒
さ
で
凍

り
付
い
た
氷
瀑
も
、

春
の
訪
れ
と
と
も
に

ゆ
る
み
溶
け
出
し
て

い
ま
す
。 

今
年
も
、
満
開
の

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
が

咲
き
誇
り
訪
れ
た
登

山
者
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。 犬

ヶ
岳 

（
恐
ケ
淵
付
近
） 

 
  

 



  

 

 

平
成

31
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
京
築
危
険
物
安
全
協
会
の
皆
様
に

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

ま
た
、
平
素
か
ら
消
防
行
政
に
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
４

月

11
日
に
発
生
し
た
中
津
市
市
耶
馬

渓
町
の
土
砂
災
害
、
ま
た
平
成

30
年
７

月
豪
雨
で
は
西
日
本
を
中
心
と
し
て
広

域
的
に
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

当
消
防
本
部
管
内
で
も
土
砂
崩
れ
な

ど
の
発
生
は
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に

も
死
者
を
伴
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
周
辺
の
身
近
な
地
域
で

は
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。 

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
感

じ
「
災
害
は
必
ず
起
こ
る
」
と
い
う
こ 

と
を
肝
に
銘
じ
て
い
く
所
存
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
は
い
つ
ど

こ
で
発
生
す
る
か
を
予
想
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
拡
大
防
止
に
は
公
助
の
力
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
ら
の
自
助
・

共
助
の
対
処
能
力
を
向
上
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

京
築
危
険
物
安
全
協
会
は
発
足
時

の
理
念
が
、
ま
さ
に
昨
今
呼
ば
れ
て
い

ま
す
共
助
で
あ
る
自
主
防
災
組
織
の

先
駆
的
組
織
で
あ
り
、
今
後
は
安
全
協

会
と
消
防
本
部
と
で
、
防
災
思
想
の
啓

発
を
さ
ら
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

消
防
本
部
と
い
た
し
ま
し
て
は
消

防
力
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ

つ
、
地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
る
よ
う

消
防
行
政
の
推
進
に
全
力
を
挙
げ
る

と
と
も
に
「
安
全
安
心
で
住
み
や
す
い

京
築
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

終
わ
り
に
貴
協
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。 

平
成

31
年
の
新
春
を
迎
え
、
会
員

の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

当
協
会
の
事
業
及
び
運
営
に
つ
き

ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ま
た
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
職
場
に
お
い

て
、
防
災
や
安
全
に
つ
い
て
は
献
身
的

な
働
き
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
、
存
じ
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
も
そ
の
前
年
と
続
き
、
大
雨
や

土
砂
災
害
に
ま
つ
わ
る
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲

に
な
り
ま
し
た
。 

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見 

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

特
に
４
月
に
発
生
し
た
、
中
津
市

耶

馬

渓

町

の

斜

面

崩

落

に

つ

い

て

は
、
私
た
ち
の
生
活
圏
の
す
ぐ
隣
で

起
こ
っ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
災
害
が
す
ぐ
近
く
で
発
生
し
て
い

る
こ
と
に
、
他
人
事
で
な
い
怖
さ
を

感
じ
ま
し
た
。 

新
た
な
年
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま

し
た
が
、
多
大
な
る
被
害
が
発
生
し

て
い
る
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
発
生

す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
や
職
場

は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
の
意
識

の
も
と
、
協
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

消
防
本
部
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
啓
発
事
業
を
通
し
、
安
全
・
安
心

な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

各
会
員
に
お
か
れ
ま
し
て
も
引
き

続
き
当
協
会
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ず
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

京築危険物安全協会 

会長 後藤 靖司 

京築広域圏消防本部 

消防長 緒方  豊 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 

￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤会報京築きけんぶつ￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤ 



  

 平
成
30
年
度
中
に
実
施
し
た
協
会
の
主
な
行
事 

一
年
を
振
り
返
っ
て 

 

第
46
回
通
常
総
会
を
、
5
月
18
日(

金)

に
豊
前

市
内
「
築
上
館
」
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

平
成
29
年
度
及

び
30
年
度
の
全
て

の
議
事
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
が
行

わ
れ
、
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
総

会
終
了
後
は
、
情

報
交
換
会
が
行
わ

れ
、
盛
会
の
う
ち

に

終

了

し

ま

し

た
。 

 

7
月
10
日
（
火
）
に
京
築
広
域
圏
消
防

本
部
講
堂
に
お
い
て
、
普
通
救
命
講
習
（
参

加
者
17
名
）
を
実
施
し
ま
し
た
。 

研
修
で
は
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
に
、
周
り
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
な
応

急
手
当
を
行
い
、
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、

救
急
法
に
関
す
る
講
習
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
、
人
工
呼
吸
及
び
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
に

つ
い
て
、
実
技
指
導
を
交
え
て
習
得
し
ま
し

た
。 

￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤会報京築きけんぶつ￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤ 

危 

険 

物 

安 

全 

週 

間 

 

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
、
事
業
所
等
に
お
い
て

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
利
便
性
の
反
面
、
危
険

性
も
伴
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
、
事
業
所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の
確
立
を
呼

び
掛
け
る
と
と
も
に
、
広
く
国
民
の
危
険
物
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
と
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
危
険
物
安
全
週
間
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

■ 

期 

間 

 
毎
年
６
月
の
第
２
週
（
日
曜
日
～
土
曜
日
ま
で
の
１
週
間
） 



  

  

通算10回出場 
三菱ケミカルエンジニアリング㈱  

九州事業所 

新人賞 日立ｵｰﾄﾓﾃｨﾌﾞｼｽﾃﾑｽﾞ㈱九州事業所 

〃 田辺三菱製薬工場㈱吉富工場（屋外） 

〃 豊前東芝エレクトロニクス㈱ 

〃 
㈱エーピーアイコーポレーション  

吉富事業所 

消防操法大会 

 第 38 回消防操法大会を、10 月 23 日(火)に、九州電力㈱豊前発電所資料館前広場において、開

催しました。当日はあいにくの天気でしたが、8事業所 9チームが参加し、初期消火技術の向上と

自主防災体制の充実を目的に、出場選手たちは日ごろの訓練の成果を競いました。 

さらに、本年度より公開競技として消火器競技を実施しました。ぜひ、皆様のご参加をお待ちし

ております。 

なお、今回の成績及び表彰事業所は、下記のとおりです。 

＜屋内消火栓操法の部＞ 

 最優秀賞 田辺三菱製薬工場㈱吉富工場 

 優 秀 賞 大分製紙㈱豊前工場 

 敢 闘 賞 日立オートモティブシステムズ㈱

九州事業所 

 

＜屋外消火栓操法の部＞ 

 最優秀賞 田辺三菱製薬工場㈱吉富工場 

 優 秀 賞 ㈱エーピーアイコーポレーション

吉富事業所 

 敢 闘 賞 吉野プラスチックス㈱福岡工場 

屋内消火栓の部 

田辺三菱製薬工場㈱吉富工場 

屋外消火栓の部 

田辺三菱製薬工場㈱吉富工場 

最 優 秀

賞 

￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤会報京築きけんぶつ￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤ 

消火器競技 

 



協会長と水谷 広輝くん（平成31年１月 7日消防本部点検式にて） 

 

  

  

￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤会報京築きけんぶつ￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤ 

会
員
視
察
研
修 

6
月
29
日
（
金
）
に
大
分
県
日
田
市
の

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
及
び

薫
長
酒
造
資
料
に
視
察
予
定
で
し
た
が
、

薫
長
酒
造
資
料
館
を
見
学
中
に
日
田
市
の

一
部
に
大
雨
に
よ
る
避
難
勧
告
が
発
令
さ

れ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
研
修
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。 

 

児 

童 

防 

火 

標 

語 

築
上
町
立 

椎
田
小
学
校
５
年 

優
秀
作
品 

水
谷 

広
輝
く
ん 

児
童
の
防
火
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
火
災
予
防
を
喚
起
す

る
た
め
、
消
防
本
部
が
毎
年
実

施
し
て
い
る
児
童
防
火
標
語

に
今
年
も
協
賛
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
築
上
町
の
小
学
５

年
生
を
対
象
に
募
集
し
、
6

校
119
篇
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
30
年
11
月
13
日
、

消
防
本
部
応
接
室
に
お
い
て

当
協
会
長
を
は
じ
め
、
豊
前
市

教
育
委
員
会
委
員
長
（
学
校
教

育
課
長
）、
消
防
設
備
安
全
協

会
長
、
消
防
長
に
よ
る
審
査
会

で
、
優
秀
作
品
1
篇
、
入
選

作
品
10
篇
を
選
び
ま
し
た
。 

 

優
秀
作
品
の
ポ
ス
タ
ー
を
、

管
内
の
学
校
、
店
舗
、
事
業
所

な
ど
に
掲
出
し
て
い
た
だ
き
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

平
成

31

年
消
防
点
検
式

（
１
月
7
日
）
に
お
い
て
、

消
防
長
か
ら
水
谷 

広
輝
く
ん

に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。 

 

 

平
成
31
年
1
月
22
日
（
火
）
に
京

築
広
域
圏
消
防
本
部
講
堂
に
て
、
安

全
管
理
研
修
会
（
14
事
業
所
19
名
）

を
開
催
し
ま
し
た
。 

（
公
財
）
海
と
渚
環
境
美
化
・
油

濁
対
策
機
構
の
石
山
様
・
井
田
様
を

講
師
に
迎
え
、
油
汚
染
防
除
の
基
礎

知
識
を
話
さ
れ
、
実
際
に
水
槽
を
使

い
防
除
法
を
講
習
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

 



  

 

●
危
険
物
取
扱
者
試
験 

第
１
回 

平
成
31
年
６
月
下
旬
予
定 

第
２
回 

平
成
31
年
10
月
下
旬
予
定 

第
３
回 

平
成
32
年
２
月
下
旬
予
定 

  

協
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
日
に
合
わ

せ
、
準
備
講
習
会
を
試
験
日
の
約
１
か
月
半

前
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

 

な
お
、
受
講
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
。 

 
 ●

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習 

 

平
成
31
年
10
月
下
旬
予
定 

 

平
成
31
年
度
の
京
築
地
区
会
場
は
苅
田

町
と
な
り
ま
す
。 

 

お 

知 

ら 

せ 

 

平
成
31
年
度
の
各
種
試
験
及
び
講
習

会
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

な
お
、
会
場
の
都
合
等
に
よ
り
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
事

務
局
等
へ
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

日
程
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
31

年
６
月
ご
ろ
に
発
表
予
定
で
す
。 

 

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い

る
者
で
、
現
在
、
危
険
物
製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は

取
扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事

し
て
い
る
方
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
受
講

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

◆
受
講
対
象
者 

①
継
続
し
て
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い

る
者
は
、
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
以
後
の

最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
。 

②
新
た
に
従
事
す
る
者
は
、
従
事
す
る
こ
と
に

な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
。
た
だ
し
③
に
該

当
す
る
者
は
③
に
よ
る
。 

③
過
去
２
年
以
内
に
免
状
の
交
付
又
は
講
習

を
受
け
て
い
る
も
の
は
、
免
状
の
交
付
又
は

受
講
し
た
日
以
後
の
最
初
の
４
月
１
日
か
ら

３
年
以
内
。 

 
 

従
事
し
て
い
な
い
方
は
、
法
令
上
特
に
受
講

す
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

※
受
講
義
務
者
が
受
講
す
べ
き
期
間
内
に
受

講
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
消
防
法
第
13
条
の
２

第
５
項
の
規
定
に
よ
り
、
危
険
物
取
扱
者
免
状

の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
防
火
管
理
講
習
会 

平
成
31
年
８
月
中
旬
予
定 

消
防
法
に
よ
り
、
就
寝
を
伴
う
福
祉
施
設
な
の

で
10
人
以
上
、
劇
場
、
百
貨
店
、
飲
食
店
、
旅
館
、

病
院
な
ど
で
収
容
人
員
が
30
人
以
上
、
そ
の
他
の

工
場
、
事
務
所
、
学
校
な
ど
で
50
人
以
上
を
収
容

す
る
対
象
物
は
、
防
火
管
理
者
を
定
め
て
消
防
長

に
届
出
を
行
い
、
必
要
な
業
務
に
従
事
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

●
防
火
管
理
再
講
習
会 

平
成
31
年
７
月
中
旬
予
定 

消
防
法
施
行
令
別
表
第
１
に
定
め
る
特
定
防

火
対
象
物
（
同
別
表
第
１
（
16
の
３
）
項
を
除
く
）

で
収
容
人
員
が
300
人
以
上
の
建
物
の
防
火
管
理

者
な
ど
は
、
５
年
ご
と
に
再
講
習
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。 

編 

集 

後 

記 

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

表
紙
の
写
真
を
撮
っ
た
日
は
、
大
雪

が
降
っ
た
次
の
日
で
、大
変
な
登
山
で
し

た
。 凍

り
付
い
た
氷
も
解
け
だ
し
て
湧
水

に
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
も

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 本

年
も
無
事
故
へ
の
お
手
伝
い
が
出

来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 （事
務
局
一
同
） 

 

毎
年
３
月
１
日
～
７
日
ま
で
の
１

週
間
は
、
春
の
火
災
予
防
運
動
週
間

で
す
。 

火
災
の
起
こ
り
や
す
い
時
期
を
迎

え
る
に
あ
た
り
防
火
啓
発
を
行
う
も

の
で
す
。 

事
業
所
や
自
宅
で
の
防
火
に
つ
い

て
の
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤会報京築きけんぶつ￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤￤ 


